






研究目的 

前回,極小未熟児の母乳,人工乳別発育調査を男女別,AFD(正当体重児),SFD(不当軽量児)別

などに分けて検討し,また,前前回は超未熟児の母乳,人工乳別の発育発達,知能指数を含む

後障害,さらに乳児期早期の体重増加,くる病,低蛋白血症などについて検討したが,出生体

重への復帰日齢において人工乳群が早かったという以外は,両群に有意差は見られなかっ

た。 

しかし,これらの比較検討には対象群の平等化が基本的に必要であり,今回,両者のそれぞ

れの比較群を厳密に同等化した上で,母乳栄養に不利といわれる乳児期の低蛋白血症,くる

病所見,そして長期発育,予後調査を再検討した。 


